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This is a thesis about "Forest Kindergarten" revealing that space elements of environmental education. 
I suspect that nursery spaces have been created by adult circumstances including women's empowerment and 
lack of childcare workers of late year.	 I think nursery spaces should be created from children's point of view. 
for instance, the large square space which is open without any interruptions and the abolition of a step for 
protection against danger. For these reasons, I investigated "Forest Kindergarten" is possible for children to 
play free in nature or not. I mainly search what kind of nature and how they play, then I derive features and 
elements which are requested and I examine the figure which nursery spaces should be in term of 
architectionically. 
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1. 研究背景と目的	 
(１) 研究背景	 
近年において、女性の社会進出、保育士不足などが就
学前の保育活動に大きく影響を与えている。また、都心
で見かける幼稚園や保育園は外部との関係を閉ざしたか
の様な柵を立てられ、物理的にも精神的にも狭い空間で
子供たちが遊んでいるように思える。子供はどんな場所
でも遊びを見つけて遊ぶ事ができるという考えもあるが、
私は反対だと思っている。子供たちの幼稚園や保育園で
の活動は、その環境の中でやらざるを得ないように仕向
けられているように感じる。幼稚園、保育園は本来子供
たちのために作られるべき空間である。保育士たちが保
育しやすいような空間ではいけないと感じていた。この
ような疑問を感じている中、「森のようちえん」という
保育活動を知った。「森のようちえん」とは子供たちを
園舎から自然の中に出し遊びや自然体験活動をすること
で、心も体も解放され、自然の事象や草木・昆虫・鳥な
どの出会いから発見の喜びを感じ、心身共に成長するこ
とを目指した環境教育である。建築から子供の遊びが生
まれるのではなく、子供たちの自由な活動を見て、子供
たちの行動から一体何が求められているのかを考え、建
築と結びつけていく。日本では、「森のようちえん」に
関する論文は、近年増えているがまだまだ十分な数の論
文は発表されていない。「森のようちえん」の環境教育
の概要が確立してきても、自然と子供たちの関わりの具
体的な活動内容や環境要素が書かれている論文は少ない。 
(２) 幼児期の環境教育 
「三つ子の魂百まで」という諺があるように、小さいと
きの感動的な思い出は一生忘れないものである。また、
幼児のころから自然の多様性を発見して、そこから感動
を覚える体験が重要である。幼少期の体験が、一生のラ
イフスタイルを決めるとまで言われている。本来子供は、
環境把握能力を磨いてたくましく生きて行こうとする。
なので、幼児期にどれだけ五感を使い、興味・関心を広
げて様々なチャレンジができる時間や機会を持つかが大
事である。[1] 
(３) 本研究の目的 
そこで本研究では環境教育として「森のようちえん」
が注目されている中で、様々な地域の「森のようちえん」
の見学に行き、子供たちがどのような自然の中で、どの
ような場所で、どのように遊んでいるのか調査し、「森
のようちえん」の特徴、要素（子供たちに求められてい
るもの）を導き出す。そして、環境教育とは何を持って
環境教育と言えるのか考察し、それをどのように空間計
画に繋げていく考察保育空間の在るべき姿を導き出す。 
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２.「森のようちえん」とは 
（１）「森のようちえん」の始まり	 
	 「森のようちえん」の始まりはデンマークからと言わ
れている。1952 年に１人のお母さん（エラ・フラタウさ
ん）が、自分の子供４人を森へ連れて保育したことから
はじまる。そして近所のお母さんも彼女の教育方針に賛
同し、近所の子供たちも連れていくようになる。当時の
デンマークは幼稚園不足で、ヨーロッパで始めて自主運
営による「森の幼稚園」を開園させた。その後、デンマ
ーク各地に「森の幼稚園」の思想を広められ、多くの「森
の幼稚園」が、9:00 前後から 13:00 くらいまでの時間を
森で過ごしている。通園を希望する児童や社会の反響が
多かったため自治体がその運営を引取り、公立幼稚園と
なった。[2]	 
（２）日本の「森のようちえん」の歴史 
	 日本において、誰がいつどのように「森のようちえん」
という呼び名を発祥したのか正確にはわからない。しか
し、「森のようちえん」は新しい保育方法ではなく、自
主保育が多かったことからずいぶん前から行われていた
のではないかと考える。岐阜大学教育学部准教授の今村
光章は「森のようちえん」について様々な本を出版し、
日本での「森のようちえん」発祥の一人である。今村は
自分の子供に自然体験をさせたいという思いから2008年
から本格的に「森のようちえん」について研究した。そ
して岐阜大学の学生などと共に 2009 年に「ぎふ☆森のよ
うちえん」を立ち上げた。[2]高見幸子はスウェーデンの
森のようちえんに自分の子供を通わせていて、「森のム
ッレ教室」のすばらしさを実感し、日本で環境教育を広
めるため、日本で小学校の課外授業で森のようちえんを
行った。家から近い保育園の園長に相談し、保育園にも
森のようちえんを取り入れることになった。[1]2014 年現
在「森のようちえんネットワーク」の運営委員長である
内田幸一は、1981 年自然の中での幼児教育を行うため東
京から長野県の飯綱高原に移った。1983 年に長野県で「子
どもの森幼児教室」として６人の子どもたちと始めた。
全国各地で、幼児を対象とした自然体験教室や自然体験
を重視した幼児教育を行っていた団体が「森のようちえ
ん全国ネットワーク」により情報を交換するようになり、
「森のようちえん」活動が広がりを見せている。[3]	 
また、「森のようちえんネットワーク」によると 2015
年現在、日本全国で 98 カ所「森のようちえん」があり、
多い所から東京 12 カ所、神奈川８カ所、大阪府６カ所と
なっている。自然が多い地域に「森のようちえん」が多
いわけではなく、やはり保育施設の需要に比例すると考
え。しかし、「森のようちえんネットワーク」に登録し
ていないが、「森のようちえん」活動をしている園はた
くさんあるという意見がある。自主運営が多い分、全体
の数を把握することは難しい。	 
（http://www.morinoyouchien.orgより）	 
３.「森のようちえん」の紹介 
今回「森のようちえん」の見学を行うに当たり、主に
都心型森のようちえん、郊外型森のようちえん、発展型
「森のようちえん」の３つに分け、それぞれの活動場所、
教育の仕方、子供たちの遊び場などのちがいについて調
査した。それぞれの活動図に子供たちが 15 分以上滞在し
た場所に番号をふる。 
（１）もあな保育園（以下 a 保育園） 
a 保育園は神奈川県横浜市にあるセンター北駅から住
宅街を通り、北東に徒歩５分の場所に園舎を持つ。セン
ター北駅は開発が進み、駅近はショッピングモールなど
で賑わっている。園から北へ徒歩５分程で a 保育園の園
庭である牛久保公園と徳生公園へ着く。公園には遊歩道
「くさぶえの道」があり散歩やジョギング、犬のお散歩の
人々がたくさん訪れるので、子供たちが挨拶をしている
姿をよく見かけた。この「くさぶえの道」は車とは完全
に隔離された遊歩道なので安心して散歩が楽しめる。公
園には南に向いた斜面があり、そこで子供たちはお弁当
を食べたり、お昼寝をしたりする。都会にある公園だが、
木や草の種類も多く、生き物もたくさん見られた。活動
範囲図を見ると子供たちの遊び場は水辺に寄り添ってい
ると感じた。また、断面図を見ると周りから凹んでいる
ところに子供たちが溜まる。凹んでいるところは比較的
平であり、保育士たちも子供たちを見通しやすいという
利点がある。a 保育園の教育方針の中の「食育」もまた、
地域と繋がっていると考える。このように子供を通して
地域と関係を持つという視点も大事なのではないかと考
える。	 
（２）森のようちえんはっぴー（以下 b 保育園）	 
b 保育園は千葉県南房総市富浦町にある大房岬自然公
園が活動場所である。ここは公園のように道路などとの
境界線がないので、子供達が遊ぶフィールドがどこまで
も続いていて、広い芝生や池がある。また、海が近いの
で夏には海辺で遊ぶこともできる。雨の日はもちろん外
で遊ぶが、大雨の日は大房自然の家を借りて遊ぶ。活動
場所が広大だが、子供達はひとりで大人の目の届かない
場所へ行こうとせず、ルールを守って遊んでいた。最寄
り駅の富浦駅からb保育園へはバスが直接通っておらず、
車でも 15 分程かかるので交通の便があまり良くない。b
保育園へ子供を通わせる親達は車で子供を送り迎えして
いる。中には片道30,40分かけて通わせている親もいる。
断面図を見ると b 保育園の園庭は岬ということから起伏
が激しい。しかし、子供たちはその中でも比較的平坦な
場所に溜まり、遊ぶ傾向があった。人が住む場所と活動
場所が離れているため地域の人との関わりが薄いと感じ
た。	 
（３）あおぞら園（以下 c 保育園） 
愛知県天白区の c保育園は平針駅から車で 10分程の場
所にある。活動場所は名古屋農業センターである。農業
センターは、公園に比べて人口的だが緑、芝生、施設、
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動物、花が十分に揃っている。地方からの観光客や、近
所から散歩にきている人、他の園の子供たちや小学生な
どたくさんの人との関わりが多いと感じた。「森のよう
ちえん」を行うには人工的すぎる公園はあまり適さない
と感じていたが、農業センターは人の手が加えられてい
るが程々であり、他の「森のようちえん」より花や様々
な種類の葉などに出会う確立が一番多いと感じた。しか
し、昆虫や鳥などの生き物にはあまり出会う機会はなか
った。また、農業センターには所々に椅子や水道がある
ので、子供達は泥まみれになってもすぐ洗いに行く事が
できる。全国的に見ても「森のようちえん」の活動場所
は森や公園が多く、農業センターはあまり例がない。	 
活動場所の特徴は図３から農業センター入り口近くに
園を設けていながらも、決して子供たちの活動は農業セ
ンター内のみで留まらない。これは園長自ら活動場所を
決めたのではなく、子供たちが主体的に活動場所を決め
ている結果だと言える。断面図を見ると全体的に平坦だ
が、計画的に作られた坂などでも遊んでいる。農業セン
ター利用者は高齢者や幼児が多く、子供たちは積極的に
地域の人と関わり合っていた。	 
（４）森のようちえんてんとうむし 
主な活動場所は三好ケ丘駅から徒歩10分程歩いた場所
である。普段から火を使うため、火の使えるところで活
動を行うようにしている。場所選定の理由は不自由なり
の自由があり、砂・土・火・木があるからだと。d 保育園
は、年に一度婦人会などに参加し、公民館などで交流を
している。活動場所は人口的であまり緑の多い環境とは
いえない細長い活動場所であった。しかし、公園を挟ん
で西が畑で、東側は住宅街であり、西側は非常に景色が
良い。東屋があり、子供達はそこに荷物を置き、遊びに
行く。活動場所が比較的平坦であるので、断面図から子
供たちの溜まりやすい場所は定まらなかったが、活動場
所の東にあるコンクリート壁が東からの冷たい風を食い
止めるため、全体的に活動場所は冬でも快適に過ごす事
ができる。子供たちはコンクリートの上ではなく、少な
いが緑の上で遊んでいることが多かった。	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
 
４．日本での「森のようちえん」の実態 
（１）「森のようちえん」の要素 
要素１：坂 
	 
見学をしたすべての「森のようちえん」に坂があった。
緩やかな坂、急な坂など様々だ。子供たちは坂を気をつ
けながら下ったり、登ったり、走ったりしている。ただ
遊んでいるように見えても、子供にとっては自分のスキ
ルを試しているように見えた。登れそうで登れなかった
悔しさ、登れた時の嬉しさ、次の坂へチャレンジしよう
とする気持ちが見える。また、「森のようちえん」なら
ではの異年齢共同保育から、年下の子供は坂を登れる年
上のまねをしていた。また、坂によって子供の目線と同
じ高さに土や草が見えるようになるため、子供たちは草
に触れてみたり、匂いを嗅いだりして、興味を示してい
た。急な坂は自然の滑り台にもなる。「森のようちえん」
にとって、様々な坂が必要な要素である。	 
坂１：急な坂	 
手を地面や木の根っこに掴みながらではないと登れな
い程の傾斜の坂。図５は子供たちが木の根っこを持って
登るので、根っこが抜き出しになっている。この坂を見
かけると子供たちは走って登りに行く。自分より年下の
子供に手を貸す姿も見られた。登りきったときの達成感
のある顔をみることができた。土や草に触れる機会にも
なる。近年では、急な坂はあまり見かけなくなり、階段
やスロープが増えて行く中、このような急な坂を上る経
験は子供に必要なのではないかと感じた。	 
坂２：緩やかな坂	 
手で何も掴まずに登ったり下ったりできる傾斜の坂。
図６はコンクリートで、長さは1500mm程の短い坂である。
短い長さの坂でも子供たちの登りたいという気持ちは生
まれることがわかった。急な坂と違うと感じたことは、
図１	 a 保育園活動図	 図２	 b 保育園活動図	 
図３	 c 保育園活動図	 図４	 d 保育園活動図	 
図５	 急な坂	 図６	 緩やかな坂	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緩やかな坂は体の小さな子供も歩いたり走ったりできる
ため、異なる年齢の子供たちが一緒になって遊んでいる
様子が見られた。	 
坂３：坂に囲まれた道	 
坂に囲まれることで子供たちの視界に土や草などの自
然が入りやすい。そして興味を持った子供は自然に触れ
てみたいと思う。子供たちは坂で遊んでいるときでなく、
近くに坂があることでも自然に興味を示すことがあった。
要素２：段	 
	 
	 子供たちは様々な高さの段差で遊ぶ。私たち大人にとっ
て踏み段は、子供たちは机になったり、椅子になったり
する。幅 200～300mm 程の道に沿う段があれば、そこへ登
ってバランスを取る。高さ 200～300mm 程の石やコンクリ
ートの段は椅子や机に変わり、お店屋さんごっこなどに
使われる。ドングリなどを集めて置いておく場所にもよ
く使われていた。高さ 600～700mm 程の段には子供たちが
集まり、子供達の世界で遊びが行われていた。	 
段１：高さ～300mm	 
100～300mm 程の高さのコンクリートや石は、子供たち
の椅子や机に変わる。少しの段があるだけで子供たちの
アクティビティは広がって行く。図７は 100mm 程のコン
クリートの段に子供たちが座り、そこで本を読んでいる。	 
段２：高さ 600mm	 
図８は子供にとって高さが高い分、登れる子と登る事
が出来ない子がいた。高い段を上がった子供たちはそこ
でお弁当を食べたり、高さが高いなりの遊びをしていて
子供だけの世界観を見る事ができた。高さのちがいで遊
び方が変わっている。	 
段３：細長い段	 
道路と土の間にある境目の段に子供は登る。大人から
見ればただ歩きにくい段の道が子供にとっては冒険心を
くすぐる遊び場になるのだ。	 
要素３：生き物	 
	 活動場所に出掛けると必ず生き物と出会う。子供たち
は生き物に触れたり、つまんだりする。子供たちにとっ
てその生き物の名前などは大した情報にも感じない。そ
の生き物を見てどう思うか、何を感じるかが重要なのだ。
かわいいと思うのか怖いと思うのか、それはその子次第
であり、人と異なる。自分は他人とちがうことを学ぶ。
そして、生き物の世界があることを学び、環境へ関心に
変わる。虫などの生き物がいると先生は手に取ったり、
指尾を指したりして虫の説明を始める。	 
「森のようちえん」に通い始めたばかりの子供たちは、
昆虫を見つけると怖いと離れてしまう傾向にあったが、
「森のようちえん」に何ヶ月も通っている子供は昆虫を手
に取り、直視したり、つまんだりする。中には私に昆虫
の説明をしてくれた子もいた。	 
また、公園へ出掛けると散歩にきている人などに会う。
保育士以外のたくさんの人たちと関わることができる。
子供たちは毎日様々な人を観察し、すれ違う人に挨拶を
する。公園で活動をするからこそ、できることであり大
切な事だと感じた。C 保育園の農業センターには、豚や馬
などの生き物がたくさんいるので、いつでも触れ合う事
ができる。	 
	 「森のようちえん」の子供たちは普段自分のしたいよ
うにのびのびと遊んでいるため、人見知りなどしなく、
自ら進んで地域の人たちと関わろうとする。コミュニケ
ーションを自然がうまく仲介しているように感じた。子
供たちが生き物や地域の人々と関わる姿は「森のようち
えん」ならではであり、子供たちにとっても地域にとっ
ても良い環境だと感じた。	 
要素４：木、根っこ	 
ほどんどの園では禁止されている木登りの「森のよう
ちえん」では行うことができる。子供たちは倒木の上を
バランスを取りながら歩く。年上の子が年下を支えてい
る場面も見られた。また、どの「森のようちえん」の子
供たちも木の棒を見つけ、持ち歩く。毎日ちがう木の棒
で毎日ちがった遊び方をする。	 
木１：木登りのできる木	 
普段から木登りを禁止されている幼稚園や保育園は多
いのではないか。「森のようちえん」では木登りをする
ことが許されている。しかし、どの木にも登っても良い
とは限らない。親や保育士が敷地調査をし、木登りので
きる木を探す。登っても良い木はそれぞれの保育園の教
育方針によりちがっていた。決して危険な木に子供たち
がひとりでに木に登るということはない。大人の手の内
で遊んでいる。木登りと言うと、危ないという印象があ
るが、子供は危険な場所でもそれを理解し、慎重に木登
りをする。木は登りやすい枝もあれば、登りずらい枝も
ある。決して人口でできた均等のジャングルジムよりも
注意力や集中力が必要なので遊具よりも怪我が少ない。
そして、鉄の冷たさではなく、木に触る事で木のぬくも
りに気づくことができる。「森のようちえん」にとって
木は欠かせない存在なのだ。	 
木２：根っこ	 
「森のようちえん」で根っこは子供たちの大事な遊び場
になる。図５では急な坂にて子供たちは根っこを捕まっ
て登っている。子供たちは毎回その坂を根っこを使って
登るため、どの坂も根っこがむき出しになっていた。ま
た、土の湿り具合で坂の登りやすさも大きくちがうこと
があるので、昨日登りきることのできた坂を今日登れな
図７	 100mm の段	 図８	 600mm の段	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いこともある。坂に木が生えているとそこは子供たちの
遊び場へと変わる。	 
木３：木の棒	 
調査したすべての「森のようちえん」で、子供たちは
木の棒を見つけてはそれを持ち、遊び始める。自分で見
つけ、自分で遊び方を決める、毎日形のちがう遊び道具
になる。まっすぐな棒もあれば、曲がっている棒もある。
木の棒をめぐって喧嘩してしまうこともある。「森のよ
うちえん」の子供達に取って木の棒は一番手軽で持ち運
べる遊び道具になる。	 
要素５：水	 
	 
「森のようちえん」の活動場所には川や池が多く、常に
水と触れ合うことができる。また、雨でも活動するので
水たまりで遊ぶ姿がよく見られた。子供たちは水が好き
だ。見つけるなり、すぐに駆け寄って水に触る。水が冷
たいと知る。石を落とすとポチャンと音がする。手や顔
が泥まみれになっても気にしない。跡で拭けばいいこと
がわかっているからである。「森のようちえん」でない
子供たちなら、きっと泥に触る前に保育士に注意されて
しまう。しかし、「森のようちえん」は泥を掴んで感触
を確かめる。自分の好きな様に遊ぶ事ができる。	 
水１：深さの浅い水たまり	 
子供たちは深さの浅い水たまりを見つけると、木の棒
で水をつついたり、石を落として波紋を見たり、水の中
に自ら入ったり様々な遊びをしていた(「森のようちえ
ん」では、雨でも活動するため常に長靴を履いているこ
とが多い)。また、水遊びを始めるとほかの遊びよりも長
く遊ぶ。子供たちにとって水は不思議で未知の物なのだ。
図９は農業センター内の小さな池で子供たちが遊んでい
る。葉っぱや花を水に浮かべたり、手で触ってみたり、
靴を投げたりしていた。また、一段下がった段で水に濡
れながらも走り回っていた。	 
水２：泥の水たまり	 
「森のようちえん」での水遊びは公園にある人工的な水
たまりだけではない。「森のようちえん」は雨でも野外
活動するという特徴から雨上がりの日の水たまりに遭遇
することが度々ある。図 10 は道路脇にできた大きな水た
まりである。子供たちは水たまりを見つけると、その中
を歩いたり、ジャンプしたり、汚れなど気にせず遊ぶ。
大きな水たまりに子供たちが集まっていく印象があった。	 
要素６：草、葉っぱ	 
「森のようちえん」の子供は好奇心旺盛だ。なんでも気
になった事を聞き、気になった事に対してとことん追求
する。草っ原の葉を手で触りながら歩いたり、道に落ち
ている葉を広いながら歩く。草に近づけば昆虫に出会え
るかもしれない。葉を使ってお店屋さんごっこをしてい
る子供たちもいた。葉には思いがけない出会いや遊び方
が詰まっている。	 
要素７：円い場	 
子供たちは円型の走るスペースがあればそこで走り回
っている。それは広いスペースを必要としないで子供達
を運動させることができる。回遊性があれば運動させる
事は可能である。図 11 は直径８m ほどの円の凹みであり、
子供たちはここで走り回る。芝生ということもあり、子
供たちは転んでもあまり痛がらず、泣かずに走り続ける。
図 12 は水の周りにできた円であり、水の周りで鬼ごっこ
など走り回る遊びをしていた。回遊性のある場所は子供
たちに走り回る意欲を沸き立てる。	 
要素８：東屋	 
「森のようちえん」では、すべての時間を自由に外で遊
んで良いという訳ではない。朝の会があり、帰りの会が
ある。園舎を持たない園は東屋を集合場所とし、そこで
会を行う。屋根があるので雨の日も集合場所にできるか
らだ。保育活動に静と動をつける。自由だけれど、しっ
かりと規則はある。そのために東屋のような場所は必要
だと言える。雨が降ってもしっかりと朝の会、帰りの会
はかかさない。子供たちはここで発表したり、本を読ん
だり、着替えたりする。	 
（２）「森のようちえん」の要素の考察 
子供たちは自然へ出掛けると、前回とはまたちがった
顔をした自然に出会う。室内の中では感じることのでき
ない変化や、自分自身の気持ちの変化に気づく。視覚や
嗅覚などのすべての五感で変化を感じることができる。
変化を感じるために同じ場所で活動をしたり、いつも通
る道を通るということも大切なのではないかと感じる。
「森のようちえん」を見学して変化を感じるというとは子
供にとっても大人にとっても大事であることを知った。	 
図 13 を見ると、見学した４つの「森のようちえん」に
共通した要素は緩い坂、～300mm 以下の段、生物、木の棒、
水であった。やはりこれらの生き物・木・水の要素は環
境教育である「森のようちえん」の要素には欠かせない
ものなのだ。図 14 は子供たちと要素との関係性だ。坂に
図９	 水で遊ぶ	 図 10	 水たまりで泥遊び	 
図 11	 凹みのある円	 図 12	 水の周りの円	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はチャレンジなどの挑戦のような関係と子供たち同士の
思いやりや活動が見られた。坂には子供と自然、子供と
子供、子供自身の成長が見られる場であった。段では高
さのちがいによって様々な遊びが展開されていた。それ
は椅子だとか机という決まった使い方のものではなく自
然の中にある段という用途のないものだからこその活動
であると感じた。その素材がコンクリートや石かは関係
がなく、その高さに依存して遊びが展開されることがわ
かった。子供たちは水を見ると立ち止まり、興味を示す。
水には規模は関係はなく、池の様な大きなものや、水た
まりの様な小さなものでも興味を示すことがわかった。
円のある「森のようちえん」は c,d 保育園の２つだった
が、これらの円には回遊性が生まれ、子供たちはそこに
留まり遊んでいた。また、「森のようちえん」はただ自
然の中で自由に遊ぶだけではないので、教育をする安定
した場所が必要であることがわかった。例えば、本を読
んだり、歌を歌ったり、みんなの前で何かを発表したり
する場所が必要なのである。園舎のある「森のようちえ
ん」は園舎の中でできるが、園舎のないところは東屋が
安定した教育空間としている。規模は園によってさまざ
まだが、子供が歌いながら踊れるスペースがあるのが理
想的だ。環境教育を行うにはそれぞれの教育方針に沿っ
た要素を入れるべきである。	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
（３）「森のようちえん」の効果	 
「森のようちえん」での子供たちの活動量が室内と室外
でどれくらい異なるのか調べるため、園舎のある c 保育
園にて調査した。調査方法は１日中子供に室内と室外に
て万歩計を付けてもらい、１時間当たりの活動量を比較
する。なお、c 保育園は入園してから 13:30 くらいまで野
外で遊び、そのあと園舎に戻るので、ここで述べる野外
とは入園 10:00～13:30 の間、室内とは 13:00～退園する
までで、それぞれの１時間を対象とする。	 
	 
１日目女の子（２歳）・・・野外	 4652 歩	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 室内	 3067 歩	 
２日目男の子（３歳）・・・野外	 8527 歩	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 室内	 1264 歩	 
３日目男の子（２歳）・・・野外	 4822 歩	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 室内	 2061 歩	 
４日目男の子（４歳）・・・野外	 11921 歩	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 室内	 582 歩	 
	 
c 保育園の園舎は３DK の間取りの空き家を借りて活動
している。子供たちは事務室へは入ってはいけないとさ
れているので、事務室以外の場所で遊ぶ。園舎の近くに
は、めだかのいる壷があり、子供たちはいつでもめだか	 
の観察をすることができる。また、の園舎周りには緑が
たくさんあるため、子供たちは園舎の中からも自然を感
じることができる。	 
調査の結果、どの子供たちも室内よりも野外が圧倒的
に活動量が多いことがわかった。また、性別ではなく、
年齢により活動量が依存する。３．４歳の子供は足腰も
しっかりしてきて、自分の興味ある場所へ自ら進んでい
くため、活動量がとても多かった。また、万歩計とは異
なった視点で室内と室外のちがいを見ると、野外では異
なる年齢の子供たち同士が一緒に遊んでいる様子が良く
見られたが、室内ではそのような関わりがあまり見られ
ず、個人個人で遊んでいる事が多かった。室内にいる子
供たちはおもちゃに集中してしまい、周りが見えなくな
ってしまう。また、平で変化のない室内ではおもちゃで
遊ぶ様に仕向けられてしまっているのではないかと感じ
た。しかし、野外ではおもちゃはないが、日々変化する
自然の中で自分で遊びを見つけ出すので、そこで子供同
士の関わりが生まれるのではないか。野外での子供同士
の関わりの場は広大な自然ではなく、坂や草と言った小
さな要素の中で行われていた。	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
表１	 各保育園の要素	 
図 14	 子供たちと要素の関係性	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１日目の２歳の女の子は非常に好奇心旺盛の女の子で
ある。この日は農業センターの１の場所で遊んでいた。
２歳ということもあり、足腰がまだしっかりしていない
ので、野外ではあまり場所を動くというような遊びは見
られなかったが、室内よりも野外の方が活動量が多かっ
た。これは、年上の子のまねをしようと坂に挑戦したり、
水や植物などの興味の対象まで歩いて行く距離によると
思われる。	 
	 ２日目の３歳の男の子は、室内だと保育士に甘えてし
まうのだが、野外へ出ると自ら走り出し遊び始める男の
子である。この日は農業センターの５の広場で遊んでい
た。５の場所には丸い場所があり、そこに回遊性があり、
走り回っていたため、野外の活動量が増加したと思われ
る。室内では保育士のいる部屋で遊んでいた。	 
	 ３日目の２歳の男の子は「森のようちえん」へ入った
ばかりの男の子である。この日は農業センターの３の水
たまりで遊んでいた。水たまりまでの遠い道のりと水た
まりでの泥遊びで活動量が増えたと思われる。水たまり
の周りをぐるぐる周ったり、水たまりの中に入ってバシ
ャバシャはねたりしていた。室内では野外から帰って来
て走り足りないのか室内をぐるぐる走っていた。その後、
おもちゃを手に取り、座って遊んでいた。	 
４日目の４歳の男の子は興味を持ったら追求したがり
触れてみたり、匂いを嗅いだり、感想を言う男の子であ
った。この日は農業センターの６．７．８の場所をほか
の子供たちと走り回っていたこともあり、活動量が比較
的多かった。牛を見つけると牛の近くで観察し、ヤギを
見つけるとヤギの方へ走って行く。興味の対象が変わる
度走って移動する。これは興味の要素の豊富さとその距
離に関係があまり遠くないということと考えられる。野
外でたくさん活動したにも関わらず、室内へ帰ると座り
込んで遊んでいた。数値でいうと 2048％活動が増加した
ことから「森のようちえん」の活動の効果と共に、子供
たちの興味の対象要素の豊富さの重要性を実感した。	 
（４）環境教育とは何か 
なぜ子供たちを自然に出すのか。それは、子供達があ
りのままでいられる状態、自然な姿、様子を見ることが
できるからだ。建築という形に捕われずに、その時にみ
せる姿様子からその子の成長（育ち）の中身や与えるべ
きことが見えてくる。大人の用意したおもちゃや空間で
なく、自然の中で子供を見る。	 
環境教育とは定義がない。「森のようちえん」の見学
を通して環境教育とは、体験と活動の両方を行うことで
あると考える。子供たちは体験をし、体験を生かした活
動をすることで、認識や理解が進み、意識・概念化する。
「森のようちえん」を行っていない園は活動だけ準備され
ており、子供たちの体験がない。「森のようちえん」は
この体験を森で行うことができる。	 
では、「森のようちえん」でないと環境教育はできな
いのかと言われたら、そうではない。子供たちに体験を
準備すればいいのである。ただ、それが自然だとやりや
すいだけであり、都心でも環境教育は可能である。子供
たちが体験をする要素を建築的に取り入れれば良いのだ。	 
	 
５．今後の課題 
（１）環境教育から学ぶ教育空間の在り方 
	 「森のようちえん」は名前から、森の中で自由奔放に
遊ぶことだろうと考える人もいるだろう。しかし、見学
を重ねてわかったことは決してすべてが自由な訳ではな
いということだ。大人が調査を重ねて決めた場所で、子
どもたちは大人の手のひらの中で自由に遊んでいるのだ。
そして、そこでは十分な自然がなくても環境教育を行っ
ていた。異なる国からきた「森のようちえん」はその国
のまま取り入れるのではなく、日本独自の形に変えて行
われている。環境教育のしやすい自然の多い森に出掛け
るのではなく、地域とのコミュニティの促進を計りやす
い様な場所で活動を行っている。	 
活動場所はやはり他の幼稚園や保育園の園庭に比べた
ら規模は大分大きい。しかし、子供たちの興味の先には
１つの要素しかなかった。砂に興味を持ったなら砂遊び
を、水に興味を持ったならば水にしか見向きもしなくな
る。前遊んでいた石遊びなどはどうでも良くなり、その
ときに興味を持ったものにのみ関心がいく。子供の視線
図 15	 c 保育園平面図	 
図 16	 ２歳女の子の動線	 	 図 17	 ３歳男の子の動線	 
図 18	 ２歳男の子の動線	 	 図 19	 ４歳男の子の動線	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や興味の対象の要素はとても小規模なものなのだ。なの
で、大規模の園庭を作らなくても要素さえあれば小規模
でも環境教育の行える場所を作ることができる。	 
	 本研究から「森のようちえん」の保育空間には、第
４章の要素を含む空間が重要であることがわかった。ま
た、その空間を取り入れることができれば都心でも環境
教育は可能ということにもなる。最もそれを実現できる
場は園庭である。日本での保育園や幼稚園は年に１度の
運動会を重視するあまり平で砂利敷の園庭を求める所が
多い傾向がある。「園庭の広さを大きくするのはコスト
的にも難しい傾向があるので、園庭の中の工夫をするの
はどうだろう。砂利でできた平らな園舎でなく、森をイ
メージしたデコボコのある園庭にするのはどうか。木を
植えてみて四季を感じれるようにするのはどうか。と対
策は色々見えてくる。「森のようちえん」の環境教育か
ら学んだ大切なことは子供が何をするかではなくて、何
を感じるかだ。	 
建築家はただ箱を作り、動作を仕向ける建築を作るの
ではなく、それ以上に、どのような出来事をさせたいの
か、どういう育て方をしたいかということまで深く踏み
込む必要がある。保育環境とは色々な分野が入り交じっ
ていてそれぞれの専門家にまかせちがいがちなので、も
っとお互いが寄り添って考えて行くべきである。	 
（２）キッズデザインの評価 
園舎のない保育空間である「森のようちえん」では園
舎の中ではできないたくさんの体験をすることができる。
木の穴があれば、覗きたい・手を入れたいと感じ、泥が
あれば、触りたいと感じる。それらの子供の感覚など、
子供目線からデザインを考える「キッズデザイン賞」と
いうものがある。それは子供たちの想像力をデザインに
落とし込んでいる子供スケールで考えた建築である。そ
の中で３つの園を紹介し、なぜ評価されたのかという理
由を本研究結果から読み解く。	 
１つ目の園は、落合守征による設計の保育園施設「ピ
ッコリーノ保育園ピクシーホール」である。は坂の様な
階段がある。これは要素１の坂と要素２の 300mm 以下の
段であり、坂を登って視界を変えることができ、また、
段に座ったりできることで様々な遊びが展開できる。ま
た、カラフルな道具を使い自分たちで空間を変化させる
ことができる。「森のようちえん」の様な木や水の要素
はないが、段や坂によって子供たちの体験を促している
ように見える。また、東屋のような死角のある空間をつ
くることで、子供たちにとって落ち着ける空間を作り出
している。	 
２つ目の園は、立川市にある手塚貴晴・由比とピータ
ー・クックによる設計の「ふじようちえん」である。	 
	 
	 
	 
	 
ここには手摺のない段差は最大 1000mm であり、要素１の
さまざまな高さの段差がある。また、馬などの動物がい
るので、子供たちはいつでも動物と触れ合うことができ
る。また、木を中心とした螺旋状の半屋外空間の建物は
木の変化を身近に感じることができるし、木をちがう目
線でみることができる。要素８の東屋空間もあり、子供
たちの落ち着きの場や教育の場となっている。最大の特
徴とも言える屋上の回遊性のある丸い空間は要素７を建
築に取り入れたものであると言える。	 
３つ目の園は秋田県秋田市にあるサムコンセプトデザ
イン設計の「あきたチャイルド園」である。ここには園
庭の中に「森のようちえん」要素がたくさん詰まってい
る。様々な角度の坂があり、建築の内にいながらも自分
たちで遊びを見つけ出すことができる。また、コの字形
の園舎で園庭を囲む事によって異年齢交流を園庭で促す
ことができる。下の表の様に、それぞれの教育方針に従
って建築に要素を組み込むことで子供のための環境教育
を行うことができる。	 
（３）あとがき 
保育環境というのは決して建築などの形だけでは解決
ができない。しかし、建築から力になれることもある。
園庭を充実させたり、公園を充実させたり。キッズデザ
インのように内装を保育空間を充実させることもできる。
戦後から子供の遊び方は急激に変化してきた、今後 20、
30 年と変わり続ける遊びと「森のようちえん」はどう社
会と兼ね合っていくのか。建築はどのように関わって行
くことができるのか。子供たちが将来を担っていく存在
であり、その子供たちを街づくりに入れることを促進し
たい。	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